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in New China 
Takeshi Miki 
Abstract 
The purpos巴 of this treatise is to introduce the monetary systcm 
il New China. 
At th記 b巴ginning of th巴 lib巴rationwar， th旦 monetarysystem in 
Liberat巴dAreas was， 50 to speak，“Dezentralisiertes Notenbanksyst巴m"，
which one Liberated Area has one money. When Liberated Areas were 
isolated from one other， itwas the most suitabl巴 methodヲ indeed.
But， with the lib巴rationof the mainland， the situation ch呂nged，
necessitating a change in monetary policy as well. For this reason， the 
monetary system alternat巴dbetw巴en“Dezentralisiertes Notenbanksystem" 
and “Zentralisiertes Notenbanksystemぺ
In November 1， 1舛8，the People's Bank of China was established and 
issued bank notes called “People's Notes". 
ln October 1， 1949， th邑 CentralGovernment began to rule over the 
people. On March 3， 1950， th巴 CentralGovernment published“Decision on 
the Centralisation of Financial and Econmic Work". Thus the monetary 
policy was centralis巴d by the Central Government. Th巴 monetarywork 
unifying currencies was finished at the end of 1951. 
l開題
人民幣の発行開始から中華人民共和国の成立まで，すなわち一九四八年千十二月一白から一九
yLJ 1L年十月一日までの期聞は，新í'j! 国における独立的，統一的，安定的貨幣~i!]度の設立過程で
おり，貨幣流通計童IJ化を実現する斗争過程むあるといわれる 01 ここ随えti，人民幣による
l 宵凌，斡許共存， ヅL匹i八三三一九四九年解政院的貨幣流通，経済研安， E怠3号， P.l(jCJ. 
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地方貨特の杭ーから第一次五ヶ年計割案確定まで，すなわち一九四九年十月からーイL:=E五年三
月までの期間ば，独立的，統一的，安定的貨幣制度を一層重固にし，貨幣流通の計劃化を実現
レ発展させた過程で、あると見倣すことができるO
事i中固における貨幣の歴史は，第二次草命戦争時期，一九二八年四月井出山の会部li以後にお
ける各革命根拠の貨幣使用，一九三一年十一月七日江西瑞金の中華ソビエト共和国成立後にお
ける国家銀行の貨幣発行にさかのぼる事ができる。その後日中事変および第三次革命戦争のH寺
期，抗日根拠地および解放区に十数行の銀行が設立され，貨幣fjlr主が大いに充思し，十三種に
のぼる地方員時の発行を見ている02
第三次平命戦争の初期は，各解放区が分割され，したがって当時の貨幣制度は，いわゆる統
一指導，分散管理方式にもとずき，ー解放区，一銀行-~貨1tttの分散発行ijj!lを採用した。
戦争の勝手IJにともない，解放区は拡大，連結し，一九四八年十一月中国人民銀行が設立され，
十二，月人民将を発行L 地方貨幣の回収を進め，統一発行制を踏出した。一九五三月統一
国家財政経済工作が実施され，いわゆる統一J指導，来f[--管理方式により，地方貨幣回収の最終
段階を完了し，統一克行制を確定した。
E 人民幣の発行
_"九四ぺ年 l'一月二十二日華北人民政府は，山東省政府，隙甘寧辺区政府，晋辺区政府と
協議し，華北，華東，西北の三区を統合した03 それにともない華北銀行3 北海銀行，商ごIt農
民銀行を合併し，中国人民銀行を創設して旧華北現行を総行とし，一九四八年十二月一日華北
解放区の政経中心地である石家荘において中国人民銀行券，通称人民幣の先行を開始したo'l
一九四七年秋人民解放軍は守勢から攻勢に転じs 華北鉄道の沿線各都市を攻略し， 1与え紙解放
区，苦言?;翼智f放区， TF;ニ翼哲、予解放区，山東解放区をつらね，それまで分割されてし、た華北地医
を整合した。かくて華北地区は破壊された交通を復旧し，経済を再建するにつれて，市場の述
繋も快復し，一箇の経済圏を形成するにいたった。
華北地区を解放し、た人民堺放軍の任務は，揚子江を渡河し，華中，華南の各省を解放し3 会
2 蹴:q:1j品鄭1'1*1手，誌7己彬，主ミ紹l文，竜一飛，李紫東共著，関於人民俗的若干理論問題， P. 7. 
3 各省の兵名!日各名はi欠の通りである。
河北省翼，燕 江西省一前 甘粛省一侠，政凶，甘「察R合爾省一祭
山東省一魯， 7弘山左 福建省一間 四川省一部， }! I 綬忌省一綬
河南省一一環 訪日江省一越，前 広東省馬i.J_ ~.~. 寧夏省主正
jム， rd~ 1.ヘ山西省一昔3山石 湖南省一訪日1 広両省一桂J.J-.， !，-':!，I/.J- 青海省一市
;楚 r-v-←『、 J江蘇省一央，寧，A採 湖北省一都J= :;;主回ノ尚一ilfJ~ ， {恒南 vl;民営一段
安~ì省一院，徽 侠西省一泰，間中，侠 員十卜!省一於，来.vtJ 料道r& 新
4 曾凌，韓苫共35，一九四八歪一九四九年解放区的貨幣流通，経済研究，第 3+.}， PP.I09-110. 
こ五静然，令融政策常識講話，第一論人民幣的歴史発民間述，経済周報，一九百二二年9 第一二九!Iji.
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国統一を完成することであった。こうした軍政上の客観状勢は，華北地区における軍事的，政
治的，経済的諸力を動員し，前線を支援することを要求した。この要求に立つMて，百ー祭翼辺区
行政委員会と普翼魯予辺区政府とを統合して華北人民政府を組織し，同時に晋察葉辺区銀行，
巽南銀行を合併して華北銀行を設立しさらに華北地区の財経工作を統一し，生産を快復し
物資交流をさかんにする必要から，華北銀行を改組して中国人民銀行を創立し，人民幣を発行
するにいたったので、ある Q
国 解放芭における地方幣貨とその統一
日中事変および第三次草命戦争の過程におし、て，抗日根拠地および解放区は，軍事的に分割j.
封鎖，包囲され，各地はj役立的な財経工作をとり 3 独立的な作戦を行う必要があった。こうし
た状、況の下に各抗日程拠地は根拠地肉の財産，物資を保護L，戦争を支持するため，各自独立
的に貨幣を発行し，これを地域内唯一の法定貨幣とし敵性貨幣の浸入を防止する措置を実施
した。
日中事変終結時，抗日根拠地に流通の貨幣は次の通りである05
¥竺 I1l' 45 竺ート戸竺竺戸!
侠甘寧辺区銀行券 i 侠甘寧辺区
に侠甘寧辺区貿易公司流通券がある)
V可北農民銀行券晋 続 辺 区
巽南銀行券音葉 w 魯議辺区
晋祭巽辺区銀行券 l 晋察巽辺 I三
北海銀行券 l 山 局主 区
事中銀行券 l 華
?
125. 
南 方銀行券|広東東江抗日恨拠地
終戦後第三次園内苧命戦争となり p以前の抗日根拙地は解放区となったが，従前と同様分割，
封鎖，包囲の状況の下で，独立的な貨幣制度を維持し，法幣9 金円券の，いわゆる偽幣の浸入
を防止し，解放区の財産，物資を保護L，第三次革命戦争を支援しなげたばならなかった。
解放区の拡大と新設にしたがいs 一解放区一貨幣の原則のもとでs 日中事変中発行された貨
幣の外Jこ，新たに次の如き貨幣の先行をみている 06
5 ~MH交，韓23共著，一九!Jq ヘヨヲ e九四九~r:解成区的貨幣Mi)Æ，経済研究，第 3 号， P.113. 
6 tf凌，騒音ヲ共著， Lm論よく 1.，掲吉， P.113. 
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名|流通区
券 i東
券|旅順，大連地区
券|翼熱遼解放区
毅木500 
各解放区においてそれぞれ独立的な貨幣をも域i貨幣
当時の革命つ，いわゆる分散発行制の特質は，
進展の特質に照応する自然的な制度であった。
区放解二!じ行長良北
?
解放区が分割，封鎖，包囲の状況下に点在して
行
行
銀
主良
? ?
滅
関
長
いたため，地方的な貨幣を分散発行することは中州農民銀行券
しかも
ときにー解放区
可能な形式であった。
一解放区における軍事行動は進退常なし
当解放区の奪われた貨幣でs 他解放区の物資を購入することがで
当時として唯一，
区E主解)京
解放戦争は最も困難な時期であり 3
を放棄することがあっても 3
当時の軍したがって他解放区の財産，物資の掠奪を防止することができたのであって，き‘f，
事的状況からして分散発行は絶対必要な制度で、あった。又各解放区の経済実勢が具なる環境の
とくに各解放区間に交通が
したがって事実上統一貨幣を必要と
もとで，
社絶L，物資の交流関係が成立していないのであるから5
それらの経済的状況からみて分散発行は最も事宜的な制度であったJ
相互に経済的影響を姐止することができたので、あったし，
せず，
一九四七年秋以来解放戦争は拡大，発展し，一九四八年華北，西北の各地区を完全に解放し，
一九四九年華A東s 華PHの諸地区を解放して中国全土の統ーを基本的に完了した。解放区経済か
ら国民経済えの進展の過程は，貨幣の地方的分散発行から全国的統一発行えの発展過程である。
人民幣による地方貨幣の回収統一過程である。この過程は，解放区における地方貨幣の統合3
いうまでもなく，新中国の貨幣制度は革命と不可分の関係にある。人民幣による貨幣統ーを卒
これを三箇の段階に分けることができる。命の状況に良IJLて考えれば，
25一段階は一九四七年秋から一九四八年十一月の聞である O この期間に地万貨幣の混合流通
が行われ，統一の準備条件を整備する。
経済関係を快復し物資交流を発展さ一九四七年年末から逐次解放区は地理的に連結され3
これにともない各解放区貨幣の相互流通が行われるようになった。すなわち各解放区におせ，
関東幣が発行停
ける貨幣の混合流通は次の通りで、あった08
東北地区一長岐銀行券，関東銀行券，東北銀行券の三種混合流通。長城幣，
止して東北幣が主要通貨となる。
華北地区一一九四八年四月以来晋察巽辺区銀行券と翼南銀行券が十対ーの比価で混合流通。
晋察巽辺幣が発行停止して巽南幣が主要通貨となるO
華東地区一侠甘寧辺区銀行券，[爽甘寧辺区貿易公司流通券，西北農民銀行券の三種混合流。
主主泊先，何高箸共著，貨怜信用論大綱， P.330. 
曾凌，韓雷共著，一九四八至一九四九年解放限的貨怜流通，経済的f究，第3号， PP.l13← 114. 
y;.泊先，何高箸共著， .LJ弓書 PP.331-332
字1\焔ìJî・，人民幣史話，経済~[PfR， ._0 j L五五年，第九期.
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}ーL11八年刊快 H寧辺区幣，映甘寧貿易券が発行停止して河北農民幣が主要通
貨となる。
中原解放区一中川農民銀行券が統一貨幣となる。
この地方貨幣の地区的混合流通ば，地区聞の物資交流につれて，さらに地域的混合流通に発
展する。
づL四八年十月五日華北の巽南幣，平早察翼辺幣ι東北の北海:幣との相互流通が宣告され，回
定比価It巽南幣一元対北海幣一元，警察翼辺幣十元対北海幣一元と決定した。
一九四八年 1-月二十日西北の西北農民幣と華北の巽南幣，事察翼辺幣の相互流通，同定上ヒ(附
は翼甫幣--疋対丙北農民幣二十元3 警察翼辺幣一元対丙北農民幣二元となる。
一九四八年十一月十五日北海幣、と華中幣の等価相互流通が公布された。
この 4 連の措置i土華北ィ華東，西北の三大解放区の貨幣が初歩的統一工作を完了したことを
意味するもので3 回定比価，混合流通は複雑な各解放区貨幣を系列化し，中国人民銀行におけ
る統一貨幣発行のための条内コを創造するもので、あった0<;)
第二段階は一九四八年十一月から一九四九年十月までの聞でであり，この間に貨幣統」の基
木的完了をみる。
第三次草命戦争の主たる作一戦は華北を中心として展開され， したがって華北地区の解放は最
も早く，晋綬解放区，晋察巽解放区，晋察魯予解放区s 山東解放区を統合して華北智=放区の建
設をみている。こうした事態はp貨幣流通において，次の如き軍経両面の要求をうみだした。10
軍事状況の発展につれて戦局は大野戦兵団の協同作戦となり，そのための物資供給はー解放
区のみで負担することができず，したがって兵治工作ヒ，作戦諸地区における統一貨幣の使用
が切実に要求された。他E百各解放区が連結しー筒の拡大した経済圏を形成する経済的局面の展
開に厄じて，各地区間の交易賞係が快復し，物資交流がさかんとなってくると，貨幣が統一さ
れないことは，交易発畏の最も大きな障碍となり s 又将来解放される大都市において偽幣を迅
速に駆逐し，市場秩序を立て3 物価を安定する手段として，統一貨幣の発行が強く要求されて
いたのである。
かくて一九四八年十二月一日中国人民銀行が創設され，まず華北の統一貨幣として人民幣を
発行した。当時天津は華北第一の部会で，経済の中心であり，物資集散の中俗であって，天津
には人民幣を主要通貨として翼南幣，晋察葉辺?君、，東北幣，長城幣等各種の地方貨幣が流通し
ていたo ---"九四九年一月十八日中国人民銀行天津分行は華北人民政府の規定にもとづき，各貨
幣の同定比価を次の如く公社iLている。10
人民幣一元に対して
9 主J出先，何高箸共著，貨幣信用論大綱， P.332. 
10 曾凌，韓貿共著， ヅL四八至づL四九年解放区的貨幣流通，経治研究， t(~ 4号.PP.114.11ち.
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巽南幣-口
晋察翼辺幣ー，000元
国北農民幣二，000元
北海幣一oc冗
侠甘寧貿易券二， 000元
東北幣二00元
長域幣二二00元
熱河幣-，OCO元
木 Eτ、
(翼;;1¥，察辺区における晋察巽辺区銀行の発行した翼熱遼の文字が印刷
されているもの〉五，000元
韮r.f"幣一00冗
中川農民幣三元
一九四八年十二月以来人民幣によって華北の巽南幣と晋察翼辺幣，華東区の北海幣と華中幣，
西北区の西北農民幣，際日寧辺特と快甘寧貿易券が回収され，一九四九年三月にいたって中原
区の中j、1'畏民幣が発行を停止し人民幣一元対中州農民幣三元の比価で混合流通L，逐次人民
幣によって回収された。人民幣はすでJこ華北区，華東区，西北区の統一貨幣としてその信用基
礎をかためていたが，ここに中川農民幣をE収して人民幣による中原地区の統ーを完了L，い
わゆる「票子過江Jの基礎を決定した。11
一jLlJI九年四月人民解放軍は長江渡河作戦を行い，人民幣はこれに随って南下した。六月以
後全国|内規模て、地右瞥を!回収L，一九四九年末には東北幣，内宗主j特，関東幣， f'ち方幣p 新:
寂元券，西蔵の銀元と蔵紗を除き，人民幣による地方貨幣の基本的統一工作を完成した。
第三段階は一九問九年一1月からヴUI: イ1'-1-→月まで、の間で、あるハこの聞に全匡地);貨幣統
一の完全な終了をみた。
一九四九年十月一日中華人民共和国が正式に発足し， til夫人民政府が成立Ltこ。全面解放に
よって物資交流は全国的規模となり，東北幣，剥麗銀元券等の存在は物資交渉の障碍となって
きたのもともと東北幣の ~3~収が遅れていた主な浬由は次の巡りで1みるの東北区の解放が比教的
早く，物価が安定Lていたが，関内は解放作戦がいすだ完全に終結せず，物価安定にはなお努
力を必要ーとしたc 東北区が関 IJ~の戦争と物価変動の影響をさけ，早急に生産を政復L，財政上
経済上全国を支援するため，東北原有の独立貨幣制度を維持することを決定したものである。
内支古幣，ずI彊銀元券は小遣f民放地区の政治，経済情況を顧慮Lてその!日]収が延期されている。
1 主主辿先，何高努共芸，貨怜信用論大綱， PP.334-33久
<11国人民銀行総行，関於統一幣制問題的答覆，一九五一年同庁六日，政務混rlJ政経済委員会編 rl'
央財経政策法令繋編，第三軒.
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:EJ;!ヂE西蔵に銀:正と蔵主少の流通があるが，上記と同様の事情によるc一九四九年以後全国物価が
安定L，工農生産が迅速に依復L.人民の購買力が普辺的に高まり，全国白的守規模の物資交流が
要-望される状i況兄下
となつたO
一九五C年六月再，議.1相辺区および出J ~き，讃辺区流通の南方幣は完全に人民幣によって
回収され，華南，華中の幣告IJが統一Ltこo
一九五一年四月人民幣による東北幣，内安古幣の回収が，人民幣ーづ己対東北幣，肉古幣九
元五戸]の比価で、行われた。
ウィータやル
一九五一年十一月」日新喧において紘吾F詩文;の人民幣を発行し，新彊省銀行発行の鋭元券を
回収した。
西蔵には銀元と蔵紗が流通しているが，すでに発行を停止Lてし、る。
上述の通h 一九四七年から一九五一年の期間に，人民幣による地方貨幣のE収が行われ，
新中国の幣制統一工作が完了する。この統一工作過程にとられた原則は
合理的i七価
一同定比価混合i5It通
コ 同定比価による全部回収
四市場安定
である。12同定均価は各地区の物価水準にもとずき決定されることはいうまでもなし、。固定比
価，混合流通;土地方貨幣の合的:過程にとられた過度的方法であるが3 これによって隔離された
各地区間の経済関係を急速に依復L.発民させることができ，市場の混乱を阻止することがで
きたので、ある。混合流通はさらに-歩を進めて特定貨幣の発行停止となり，事実上主要通貨を
決定し人民幣による回収の条件を造出したのである。[(JI収にあたり市場の安定を保証するため，
i新進方法を採用し J --~)jにおいて専門的な何収1:1乍を組織し，他方において国営企業，国家機
関，合作社の業務活封r{-iにlil収すべ会皆、な受入れ，支出せず，流通中の回収貨幣の減少を極
力進めたのである。
H 3去糟，金問勢および銀元恭の四枚
法幣は一九三五年一十一月四日の新貨幣令によって現れた中央3 中国，交通，長民の四行銀行
券である。一九三五年中に四億元を発行，一九三ヒ年日中事~勃発当時は十四億)1:にすぎない。
しかし一九凹五年六nその発行額は戦前の三j":T1f:r，一九四五年六月から一九同八午八月の三
12 曾凌， :¥rJ;lfi共著，一九巨L)八至ヅL四九年解放区E1も貨幣流通，経済研究，第ラ号.PP.114-115. 
(2臼〉
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年間に A千五百余億倍に膨張したっこのため幣価は戦前のO.O~)OOOO二となった。13
金円券は法常、の幣価下落に対処Lて一九四八年八月一九日の幣制改革によって発行され，金
円券一元対法幣三百万元の上Ui聞で交換した。金円券の当初発行額は二億元，しかし，その後わ
ずか 1-月たらずの一九四九年五月には二十四万倍に膨張し，幣{而の下落はなはだしく発行当時
の0.000心0000--となった014
銀元券は一九四九年六月二十二日に発行され，銀元券一元対金円券五億元で先換した。
法幣，金円券および銀元券の 3 いわゆる偽幣の処理に対して二方針が探用実施された。15
そのーは駆逐， tji済の万針であるo_...九四九年一月天津解放の:可"天津軍事管制委員会は即
日偽幣を非合法貨としその授受を拒否しうることを公社iした。ただし市民の困難を考慮し，
暫時流通を許L，次の方法をとった。すなわち金円券十万元以上を所有するものは税関あるい
は工商局で登記手続を行い3 これを長帯L，解放区を出境して換物Lて入境すること。 十万元
以下を所有するものは中国人民銀行天津分行の各中心先換所で登記L，敵幣携帯証をうけ，出
境し換物して入境ずる。もし自身で、携行が困難で、あれば，とくに中国人民銀行の先換機構にお
いて時価による人民幣との先換をうける。この方法は主と Lて金円券を敵地区に駆逐すること
を目的とするもので、あった。
その二は迅速的，全面的，無制限的，無差別的先換方針である。一九四九年五月下旬上海解
放の時，国民党はわずかに華南，西南の少摩地方で銀元券を発行していた。金円券はすでに六
十七万九千余億元の発行をみてをり，その購買力は金[団に比べてて発行当初の一千万分のーに
下落しまさに一文の価値もなかった。 しかし人民の打撃を考慮;し人民幣一元対金円券十万元
の比価で全面的，無制限的，無差別的な回収を行いM 七日間でこの!日]収を完了した。回収金円
券は三十六億元に達Lた。これは総発行額の実に五十三%をしめる額である。
銀元券に対しては，これを廃紙とし，回収しないことを宣言した。このため人民は銀元券の
使用を拒否し3 その流通は市場から消滅した。
上述で路々明らかであるが，偽幣回収の具体的方法は
一流通禁止定価先換
二期限付先換停止
である。16先換比価は解放戦争の進行にしたがL、漸次低下した。先換期限は一般に短く，最長
13 黄 達，国民党反動統治下的貨幣fijl度害死人，財政経済1¥鼠キf:編3 発行新的人民幣柏意義与作用，
P.85. 
郭崎山紙偽漫話，経済導報，一九五五年，第八期.
14 黄達，上渇論文，上掲書， P.89. 
資花形，偽金円券;約大洗却，天津大公幸fL--九五五年三月七日.
15 曾凌，韓脅共著，一九四八至一九四九年解放区的貨幣流;)五，経済研究，第3号， P.l18. 
16 曾凌，韓雷共著，上掲諭文， J'.掲書，第3号， P.117. 
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で十日から半月をでることはない。先換と同時に偽幣による敵地区における換物を奨励し，そ
の地区の経済撹乱を計った。この方訟をとったのは革命初期の形勢が「敵強我弱」であり，経
済上偽幣をもって必要物資を獲得し，新都市を解放した場合の先換工作は偽幣を掌握すること
が目的とされたからであって，偽幣を早急にはき出させるため比価を低くし，期限を短かくし
物資の移出制限を緩和する等3 比価と期限はこの目的にそうて決定されたのである。
北京，天津の解放直後， {為幣免換に際して工人，職員，学生，市民の優得措置を採用し，金
円券五百元を限度として優待比価先換を行った。このよと他は A般より高く，たとえば一九四九
年一月二卜二日の一般比価は金円券八元対人民幣一元，優待比価は金円券三元対人民幣一元で
あった。優待先換期間は一般先換期間より短く，天津では十日 3 各人の先換は--[i11限り，適当
な機関の証明をi必要とした。この方法の長所は基本大衆たる工入，職員3 学生， rti民をして人
民銀行に対する明かな認識をもた"IL 基本大衆の利益を考慮した点に~る。しかし鮪:払初期大
衆の身分を区分することが困難であり，優待比価と一般比価の差が大きいところから先換投機
が発生L，流幣多く，偽幣の粛清に障害となり，そのためこの方法は他の解放区において継続
実施されることはなかった。17
解放戦争後期において偽幣問題はそれ以前と様相を大いに異にした。国民党政府は台?廷に逃
避し，貨幣発行は不可能となり 3 すでに偽幣は廃紙となった。しかし一定の比価で偽幣を回収
したのは9 主として人民の損失を軽減するためであった。
{為幣の回収における各時期，各地の会換比価は下の通りである。18
一九四九年一月二日 天津人民幣一元対金円券六元
イL四九年二月五日 北京人民幣一元対金目券~O元
一九四九年四月二十八日 南京 人民幣一元対金円券二，五00元
一九四九年五月三十日 上海人民幣一元対金円券 -00，000元
一九四九年十一月一日 広州人民幣ー，五oc元対銀元券一元
一九五O年三月十日 重慶人民幣~OO元対銀元券一元
V 外国貨幣，外国篇替の統一管理
中国における外国銀行発券の歴史は浩二朝末期光緒中葉にはじまり，一九三一年の自発的発券
停止におわる。 しかし外国銀行の発券経は完全に消滅したのではなし革命戦争中になほ雁豊
銀行 (Hongkongand Shanghai Banking Corporation)， 麦カf1利銀行 (Chartered
Bank of India， Australian and China)等はその発券権を放棄してはおらない。10
17 曾凌，韓雷共著，一九四八至一九四九年解政区的貨幣流通，経済研究， P.l1(. 
18 間有光，人民幣的歴史発展，経済同報，一九五二年，第五期.
19 張家臨， "11国之幣制，P.35. 
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解放戦争末期中国流通の主要な外国貨幣は，大中都市に流通の米国弗券と華南流通の香港弗
幣である。法幣，金円券の減価によって，多〈の都市で米国幣，香港幣が事実上法幣に代り主
要通貨の地位をもっていた020
これらの外国貨幣による経済収奪を阻止し，独立的な幣制を確立するため，次の具体的方法
を行ウた021
流通禁止
ニ合理的な幣価による回収実施
三流通禁止と一定期間の允換工作後における外国為替管哩排法による処迎
人民幣による回収以後，外国為替管理制百::1;による処理は次の如く実施された。すなわち本国人
と外国居出民とをとわず，外国貨幣の所有者は一定期間内に人民銀行あるいは指定機関で、先換，
もしくは外国貨幣漬金を契約する。公務あるいは旅行で入国するものは3 外国為替および手形
を人民銀行あるいは中国銀行国境先換機構で人民幣と交換，もしくは外国貨幣頂金，いわゆる
原幣頂金を行う。原幣預金は一般に人民幣で払戻L，特別の許可のない限仏外国為替で払戻
しはできなL、。しかし出国の際には外国貨幣で払戻しされる。
この方法は外国貨幣3 外国為替を所有する者が，一定期間内に国家銀行に進んで鼠金するこ
とを奨励し，外国為替の相場を合理的に決定する必要から出たものであった。
H 金銀の流通，私的売買の禁止
金銀はながく中国における投機の対象物で，物価変動の重要な素囚をなし3 紙幣減佃iの場合
は，計価の標準となり，事際上の主要貨幣となるもので、あった022
解放の初期3 金銀は多くの都市と農村において主要通貨で、あり，金銀売買と投機が 4般に行
われた。この金銀の売買投機には3 ーは一部の工人3 職工，学生3 市民が通貨膨張から受ける
損失を免れ，購買力を推持L，生活必需品を保証するため行うものと，二は投機そのものを日
的として好高が利益のために行うものとがある。ーは人数が多いが，額は小く，二は人数が少
いが額が大さい。113
金銀の所有，流通に関する基本原則は共同綱領第三十九条に規定されるが，これの具体方法は
金銀投機活:訪の禁止
ニ小額の金銀をもっ工人3 職工，学生，市民に対しては折実貯蓄を行い，購買力を維持
三 1[:，1来の金庖銀楼の営業範囲を制限，金銀地金の売買禁止，飾品原料は国家銀行が配給
20 曾 凌，韓首雪共著，一九四八王三一九四九年解政区的貨幣流通，経済研究，第3王子， P.118， 
21 曾凌，韓雷共著，上掲論文，上掲書， P.119. 
22 彰迫先，イ可高箸共著，貨幣信用論大綱， P.334. 
23 曾凌，韓雷JJ~蕎， J'.掲論文， J二掲書，第3号， P，121. 
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金銀の流通禁止は一九四九年六月上海研一放後行われ，人民幣の流通によってその貨幣的使用
は完全に消滅した。
日I人民幣のデノミネーシヨン
人民幣は過去の通貨膨張と解放初羽の通貨増発の環境の中で、発行されたため，次の如き欠陥
を持っていたり2G
一票It~f棋がきわめて大き L、。人民幣のri1位は元であるが，物価計算は最小が数百元，一般
に~Îjソじで，計割，予算の数字は事:毎に万億元をもって計算しなければならなかった。一元は
完全に実際計算の意義を失っていた。この現象は経済工作上多くの不便をうみ，計算，記帳に
困難をきたし，人力物j力を浪費した。
二種類が多く紙質不良で印，¥jliJ技術が悪L、。このため識別が困難で，とくに丈百の農民，少
数民主矢の色，図景による梨面棋の判断を不可能にし，紙幣の整理，修理に人1陶力を浪費し，
さらに偽造変造を容易にしたコ
ウペーゲル
!忠治f印刷!の文字は -t1^sが蒙古文，維吾隔丈を使用してるが，大部分は漢文を使用してい
る。このため少数民政地域の流通をさまたげていた。
一九五コ年三月統一国家財経工作が実施され，いわゆる間平，すなわち財政収支の平衡，物
資調達処理(の平衡，現金収支の平衛，国際収支の平衡を実現した。財政収支の平衡は貨幣増発
による赤字補墳をl必要とせず，商品流通の要求によらない貨幣発行の矛盾を解消し，物資調達
処理の平衡は生産の快復，ぺ発展を基礎に商品流通を把握し，全国の購買力の変化に応じて街品
供給を計劃的に調節することがで、きた。現金収支の平衡は貨幣流通を掌握してこれを商品流通
と貨幣の季節的需要に適応して計事j的に調節L.国際収支の平衡は園内物価を上昇させる外為
的な影響を緩和することができたのである c26
このように一九五三平三月以来物価変動の要因が:81除され，物価は全く安定し，一九五二年
工農生産は戦前水準に険復し新たな発展の段階に入った。物価安定期になると上述の人民幣
の欠陥は交易と計算ーにきわめて不便であり，ひいては国家計劃経済建設の大きな障碍となった。
かくて一九五五年三月 3 いわゆるデノミネーシヨンが次の方法によって実施されたcZT
24 曾凌，稔雷共箸， _U結論文，上掲書， PP.121-122. 
2号車章雪，発"ri新幣的意義与作用，財政経済出版社編，発行新的人民幣的意泌;与作用， PP.29-30. 
26 政務院，調於統一国家財政経済工作的決定，一九五O年三月三日.
三木毅，新中国における統一国家財政経済工作について，室蘭工業大学研安報告，第一巻，第五号.
27 国務院，関於発行新的人民幣和収回現行的人民幣的命令，一九五五年二局二十一日.
三木毅，新中間Jこおげる人民幣デノミネーシヨンについて，京都大学経済論議，第七六巻，第五号.
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中国人民銀行は一九五Ef.三月一日から新人民幣を発行して旧人民幣をi刺叉，幣!日制
は主幣が-~ìt ， 二元，三 lじ，五 JL ， 十元，輔幣ヵ:ーザ，二h 三分，五分-fiJ，二ii}， 1i fつ
で，票泊i文字は同蔵文，宗ti丈，紘吾射〉え.， ~失丈の百障である。
二 交換比価は新幣ー冗えす!日幣・万Iである。
三五万Ji::，一万元の1r=1幣が三月三卜」日で流通禁止，四月三十日で允換停止， !工 r~--:l，冗
「つ工以下の各種旧幣が五月十fIで流通禁止，六月十日でた換停止されるつ
[!l 允換にあたっては3 氏名 3 職業，作所をfil出る必要がなく，個人3 団体，附級，数量を
とわず一律平等に行われるつ
五 j員欠幣の党換は当初j員欠四分の A以下全額，四分の -_"!J~ ら二分の斗主主L 三分の A以ード
先換不能であったが，五月以後五庁の官/、ド全知，五分のーから二分のー下街，二分の~l-~.-iご
允換不能となるO
六允換機関は中 i~人民銀行本分支自および委託機却で，定置の外移動の姶換所も誌置する。
仁 おi幣の発行， 1日幣回収と廃棄の監7野，倹夜l土中央監祭f郊の指示により与紋監察機喝がり
うQ
事r幣は好看，喜子w，a;使用，好奇己阪であるといわれるコ新幣i土中国人民の生活から十二年間
打続いた通貨膨張の痕跡を倣!只下!りに払いおとし 9 事rLド国わ経i斉を若返えらせた。ノじl士一伝来のITI
J~ を快復した !!S
28 新人民幣の図案を示-ftl主次の通りである。
一元券
一元券
? ?
?
? ?? ? ?
五 ';e 券
〔経済導報，一九五五年，第九刻J)
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¥ilI結 重韮L悶ロ
人民幣の発行および流通の過程は，中国革命の過程である。
この過程は，換言すれば人民幣の社会性の変質過程でもある。20
新中国の経済は， これを二つの段階にわけて考察できるO ーは一九五二年までの快復WJ，
は一九五三年からの発展期である。
509 
快復期において3 国家の任務は破壊された経済生産力を急速に快復することであった。この
ため国家は私人資本主義経済と個体経済の生産性を刺戟し，同時に国営経済，合作社経済を指
導的地位に発展させなければならなかった。私人資本主蓑経済は利用，制限，改造の過程にあ
りながらなほ広い範囲の活動が許され，個体経済も組織化を強化しつつもその独自の活動が支
持された。このため資本主義的商品流通法則が作用し，人民幣は資本用具としての社会的機能
を発揮していた。
発展期，すなわち計劃経済の時期において，国家の任務は大規模な社会主義工業を建設L，
農業生産を組織し，私人資本主義経済を徹底的に改造することで、あった。このため四種経済成
分の生産と商品流通を把握し，監督し3 商品と非商品の生産s 配合をど計劃し，国営経済の指導
Yくりつ古いさん
権を確立し，経済核算制を強化し，私人資本主義経済を経済計割に服従させ，国家資本主義化
する必要があった。この時期に社会主義的発展法貝IJが作用し，人民幣は計事j監督の用具として
の社会的機能をf動かせているO
要するに快復期においては計書l性の異なる経済成分が存在し，人民幣流通の計劃化は困難で
あるが，発展期においては国営経済が支盟的地位に成長L，人民幣流通の計劃化が急速に進み，
人民幣は国民経済計劃化の重要な組成部分をなしているのである。 30
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